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た
と
は
考
、
え
に
く
い
。
な
お
、
改
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も

な
い
が
、
将
経
が

ωで
「
如
法
な
ん
き
」
と
言
っ
て
い
る

の
は
あ
く
ま
で
も
寸
原
名
之
事
L

で
あ
っ
て
、
「
是
時
・

久
延
名
作
職
得
替
事
」
で
は
な
い
。
後
者
は
、

ω・
仲
・

川
刊
を
一
括
す
る
「
通
用
両
名
之
契
状
L

の
表
題
に
あ
た
る

も
の
で
あ
る
。
地
頭
自
身
、
作
職
改
替
を
「
如
法
な
ん

き
」
と
は
一
言
も
述
べ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

(
必
)
こ
の
時
、
地
頭
が
西
福
寺
に
付
与
し
た
も
の
は
、
そ
の

後
、
つ
わ
ひ
事
」
に
よ
り
西
福
寺
か
ら
作
職
を
預
か
っ
た

者
が
い
る
こ
と
か
ら
、
作
職
の
知
行
(
作
職
進
退
権
、
お

よ
び
そ
れ
に
と
も
な
う
一
定
の
加
地
子
得
分
収
取
権
を
含

む
)
で
あ
り
、
「
馬
の
大
夫
L

は
自
作
し
て
い
た
可
能
性

が
高
い
と
考
え
る
。

(U)

「
西
福
寺
文
章
官
L

二
五
。
な
お
、
泰
遍
に
つ
い
て
は
、

西
福
寺
与
楽
音
寺
致
訴
陳
櫛
川
内
是
時
名
事
、
於
作
補
論
を
参
照
さ
れ
た
い
。

職
者
為
名
主
相
計
之
、
至
加
徴
米
者
地
頭
方
へ
致
其
(
必
)
寸
西
福
寺
文
書
L

三
五
。

沙
汰
旨
、
庄
内
之
地
頭
地
下
人
相
共
ニ
答
申
之
上
者
、
(
却
)
後
述
の
こ
と
く
、
山
内
氏
の
寸
重
代
相
伝
之
私
領
」

任
西
福
寺
之
申
旨
可
被
成
敗
之
由
候
也
、
品
川
執
達
知
(
寸
西
福
寺
文
書
」
二
七
)
で
あ
っ
た
門
前
四
反
田
に
お

件

、

い

て

も

、

「

領

家

方

異

儀

」

(

同

三

O
)
の
事
態
が
予
想

士安一一
七

月

十

一

日

常

治

(

花

押

)

さ

れ

て

い

る

こ

と

か

ら

、

是

時

・

久

延

両

名

に

対

す

る

地

甲

斐

八

郎

四

郎

殿

頭

・

領

家

双

方

に

よ

る

二

重

支

配

を

「

如

法

な

ん

き

し

と

地
頭
・
地
下
人
ら
の
答
申
は
、
是
時
名
に
お
い
て
、
表
現
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
(
補
論
参
照
)
。
な
お
、

「
名
主
」
西
福
寺
が
作
職
進
退
権
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
松
浦
氏
は
、
重
書
の
帥
・
付
を
西
福
寺
が
自
ら
の
主
張
を

認
め
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
も
、
作
職
改
替
が
記
し
た
覚
書
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
私
は
、
将
経
と
西
福

地
頭
や
名
主
に
と
っ
て
「
如
法
な
ん
き
」
な
も
の
で
あ
っ
寺
と
が
相
互
了
解
の
も
と
、
原
名
の
「
如
法
な
ん
き
」
な

目
疋
時
名
と
散
囲
内

1
1
1
1
「
西
福
寺
文
書
」
年
未
詳
二
月
二
八
日
付

是
時
名
・
久
延
名
作
職
重
書
を
め
ぐ
っ
て
1
1
1
1

寺

下

義

註(
斜
)
「
西
福
寺
文
書
」
五
四
。
ま
た
、
同
四
六
の
端
裏
童
閏
に

も
「
く
し
か
ハ
と
の
」
と
あ
る
。

(
必
)
文
安
二
年
(
一
四
四
五
)
七
月
一
一
日
付
越
前
国
守
護

代
甲
斐
常
治
遵
行
状

(

1

西
福
寺
文
書
」
一
一
五
)
を
一
亦

す。
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状
況
や
相
論
の
経
緯
を
書
き
記
し
た
、
よ
り
契
約
状
的
性

格
の
強
い
も
の
と
判
断
す
る
。
次
章
で
ふ
れ
る
よ
う
に
、

是
時
名
に
は
公
事
が
課
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
西
福
寺
が
付
で
公
事
を
果
た
す
た
め
に
作
職

を
預
け
た
と
い
う
よ
う
な
、
寺
家
に
と
っ
て
不
利
益
な
主

張
(
こ
れ
で
は
、
公
事
の
負
担
義
務
を
認
め
る
こ
と
に
な

る
)
を
し
た
と
は
考
、
え
が
た
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

判
の
「
地
頭
と
し
て
と
り
は
な
し
、
寺
家
へ
つ
け
ら
れ
候

上
ハ
」
や
「
地
下
へ
安
堵
せ
し
め
候
様
一
一
見
へ
候
欺
し
と

い
う
文
言
も
、
西
福
寺
が
地
頭
の
行
為
を
客
観
的
に
記
し

た
も
の
で
は
な
く
、
地
頭
自
身
の
述
懐
で
あ
り
、
西
福
寺

も
そ
れ
ら
の
事
実
関
係
を
確
認
了
承
す
る
こ
と
に
よ
り
、

「
通
用
両
名
之
契
状
」
と
い
う
か
た
ち
で
残
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
と
理
解
す
る
。

(
日
)
註
(
匂
)
参
照
。

(
日
)
『
敦
賀
市
史
』
・
『
福
井
県
史
』
な
ど
で
は
「
浄
春
」

と
す
る
が
、
『
敦
賀
郡
古
文
書
』
・
史
料
纂
集
『
西
福
寺

文
書
』
の
「
浄
善
し
が
正
し
い
と
考
え
る
。
浄
鎮
は
、
浄

善
が
知
行
し
て
い
た
本
御
所
回
を
「
先
祖
之
跡
」
(
「
西

福
寺
文
童
盲
L

二
二
)
と
称
し
て
い
る
が
、
木
崎
郷
重
国
名

八
段
田
免
田
に
関
し
て
も
寸
明
徳
二
年
よ
り
愚
身
先
祖
伝

子
A
7
所
持
候
L

(

同
一
一
四
)
と
述
べ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
「
西
福
寺
文
書
L

二
二
の
4
4
V識
が
寸
浄
善
」
と

読
め
る
以
上
、
同
二
一
一
の

H
y
h
m
も
寸
浄
春
」
で
は
な

く
、
「
浄
善
L

と
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

寺
下

是
時
名
と
散
囲
内

(
臼
)
「
西
福
寺
文
童
盲
L

二
ご
。
当
該
地
に
つ
い
て
は
、
同

一
一
四
も
参
照
。
両
文
書
よ
り
相
伝
関
係
を
図
示
す
れ
ば
、

左
の
よ
う
に
な
る
。

木
崎
郷
霊
園
名
八
段
回
免
田
の
相
伝
関
係

野
坂
殿
t
i
t
i
l
-
-

ー
櫛
川
庶
子
く
は
田
殿
ー
1

1

1

1

1

1
」

貞

春

(

法

名

性

春

)

玉

蔵

軒

先

祖

一

長

谷

殿

先

祖

方

一

一

明

徳

二

年

(

一

三

九

二

ー

浄

善
l

i

l

-

-

西
福
寺
仏
殿
不
断
経
料
所
』
一

図
III 

木西主
崎福竺
郷寺干
道仏トマ
善殿型
平夏δ
(中)

四イム
反供
)料

所

四
反

な
お
、
外
岡
慎
一
郎
氏
は
寸
中
世
後
期
の
気
比
社
領
に

つ
い
て
L

(

『
敦
賀
論
叢
』
九
、
一
九
九
四
年
)
で
、

寸
西
福
寺
文
書
」
一
二
一
を
「
固
定
し
た
免
田
が
社
領
と

し
て
認
識
さ
れ
、
こ
れ
が
別
相
伝
化
さ
れ
て
、
名
、
玉
職
が

何
人
か
の
在
地
武
士
の
手
を
経
て
西
福
寺
に
属
し
た
こ
と

を
述
べ
」
た
も
の
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
敦
賀
郡
で
は
、

名
内
の
耕
地
片
が
「
名
主
職
」
と
称
さ
れ
て
移
動
し
た
事

例
は
な
い
。
ま
た
、
社
司
遺
回
免
田
は
浮
免
の
状
態
で
あ

ろ
う
と
固
定
化
(
定
免
固
化
)
し
よ
う
と
、
社
領
と
い
う

認
識
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
と
考
え
る
(
註
(
侃
)
参
照
)
。

き
ら
に
、
別
相
伝
化
リ
私
領
化
と
い
う
外
岡
氏
の
見
解

(
同
論
文
五
一
頁
な
ど
所
々
で
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
文

書
中
に
「
別
相
伝
化
し
と
い
う
よ
う
な
記
載
は
な
い
。
こ

れ
は
、
自
説
に
付
会
さ
せ
た
外
岡
氏
の
造
語
で
あ
る
)
に

し
た
が
う
な
ら
ば
、
な
ぜ
八
反
が
私
領
化
し
て
い
る
の
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
依
然
、
置
文
で
寸
社
領
L

と
明
記
さ
れ

て
い
る
の
か
、
私
に
は
不
可
解
で
あ
る
。
「
華
頂
要
略
L

巻
第
一
一
所
収
文
書
な
ど
に
は
、
「
別
相
伝
之
私
領
」

(
大
日
本
仏
教
全
書
寸
華
頂
要
略
」
門
主
伝
第
二
二
)
と

い
う
文
言
も
見
ら
れ
、
さ
ら
に
考
察
を
深
め
る
必
要
が
あ

る
が
、
別
相
伝
と
は
土
地
の
性
格
の
転
化
変
容
を
意
味
す

る
語
句
で
は
な
く
(
私
は
、
社
領
が
私
領
化
す
る
こ
と
は

あ
り
得
な
い
と
考
え
て
い
る
。
註
(
則
)
参
照
)
、
由
緒
な

ど
に
よ
る
通
常
一
般
の
相
伝
と
は
異
な
る
別
の
手
段
に
よ

る
相
伝
(
た
と
え
ば
、
質
流
れ
の
取
得
な
ど
)
を
指
し
、

社
領
で
あ
れ
寺
領
で
あ
れ
、
そ
の
性
格
は
一
貫
し
つ
つ
も
、

社
寺
収
取
分
(
本
役
)
以
外
の
剰
余
部
分
が
別
相
伝
の
対

象
に
な
っ
た
と
考
え
る
。

(
日
)
次
の
天
正
六
年
二
五
七
八
)
一
二
月
二
五
日
付
沢
崎

吉
次
回
地
寄
進
状
(
寸
西
福
寺
文
書
」
二
五
二
は
敦
賀

郡
の
も
の
で
は
な
い
が
、
作
職
が
実
質
耕
作
を
担
当
す
る

作
人
と
同
格
に
使
用
さ
れ
て
い
る
事
例
で
あ
る
。

永
代
寄
進
申
田
地
之
事

{

忠

附

々

宋

副

即

)

{

口

)

合
壱
石
五
斗
者
陥
耕
一
時
五
日
比
一
利
制
一
苫
一
町
刊
掛
一
山
一

右
団
地
者
、
拙
者
難
為
給
恩
之
地
、
自
徳
宗
珍

(

徳

)

(

此

)

大
口
為
実
供
米
永
代
寄
進
申
処
実
正
也
、
若
於
口
田

地
、
為
子
々
孫
々
違
乱
煩
申
族
候
者
、
以
此
寄
進
状
、
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無
相
違
可
有
御
知
行
候
、
作
職
者
橋
立
村
北
門

U
壱

石
本
弁
反
銭
百
文
在
之
、
五
斗
本
者
庵
室
左
衛
門
三

郎
作
人
也
、
品
川
寄
進
状
如
件
、
沢
崎
宗
右
衛
門
尉

天
正
六
快
年
十
二
年
廿
五
日
士
口
次
(
花
押
)

西
福
寺
様
参

こ
の
よ
う
な
作
職
は
、
永
禄
元
年
(
一
五
五
八
)
六
月

二
七
日
付
小
木
直
恒
・
府
南
宗
珍
連
署
書
状
(
「
善
妙
寺

文
書
」
一
三
)
や
元
亀
三
年
(
一
五
七
二
)
四
月
一
五
日

付
永
播
入
牌
銭
寄
進
状
(
「
西
福
寺
文
書
」
二
三
二
)
で

も
確
認
さ
れ
る
(
表
I
の
⑬
・
⑫
)
。
か
か
る
事
例
は
、

作
職
が
単
に
耕
作
権
の
み
で
は
な
く
、
耕
作
権
の
所
持
者

と
し
て
の
作
人
や
百
姓
を
表
す
場
合
も
あ
っ
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
(
表
I
の
⑫
の
「
作
職
か
た
L

、
⑬
・
@
・
@

の
「
作
職
中
」
も
同
じ
用
法
と
考
え
る
)
。
な
お
、
作

職
U
作
職
を
預
か
っ
た
者
を
裏
付
け
る
徴
証
と
し
て
は
、

前
掲
の
文
安
元
年
(
一
四
四
四
)
四
月
一
三
日
付
甲
斐
久

衡
名
主
職
安
堵
状
(
同
一
一

O
、
註
(
口
)
参
照
)
が
あ
る
。

(
U
A
)

松
浦
氏
は
、
嶋
郷
徳
円
名
の
事
例
(
「
西
福
寺
文
書
」

一
六
六
)
に
依
拠
し
て
、
付
制
に
見
え
る
「
雑
米
」
を

代
官
が
人
夫
に
支
給
し
た
食
料
な
ど
の
諸
雑
費
を
「
雑

米
」
と
い
う
名
目
で
徴
収
し
た
も
の
だ
と
し
、
こ
れ
を
是

時
名
に
公
事
・
夫
役
が
賦
課
さ
れ
た
こ
と
の
徴
証
と
さ
れ

た
(
松
浦
、
註

(M)
前
掲
論
文
。
お
よ
び
一
九
九
四
年
七

月
一
九
日
の
御
教
一
否
。
し
か
し
、
『
福
井
県
史
』
通
史

編

2
中
世
で
は
寸
雑
米
」
を
地
頭
に
納
入
す
る
加
徴
米
と

し
て
お
り
(
同
書
六
七

O
頁
)
、
主
張
に
一
貫
性
は
見
ら

れ
な
い
。
ま
た
、
松
浦
氏
は
徳
円
名
に
お
け
る
寸
御
公
事

免
」
を
百
姓
が
公
事
を
負
担
し
た
こ
と
に
対
す
る
給
分
と

さ
れ
る
。
た
し
か
に
中
世
後
期
の
東
国
で
は
、
公
事
を
負

担
し
た
有
力
在
家
や
名
主
に
公
事
免
地
が
認
め
ら
れ
て
い

た
こ
と
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
(
『
国
史
大
辞
典
』
の
「
公

事
(
之
)
免
し
の
項
)
。
し
か
し
、
徳
円
名
の
「
御
公
事

免
」
は
名
主
清
観
院
の
負
担
分
で
あ
り
、
東
国
の
公
事
免

地
と
同
一
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
場
合
の

1

御

公
事
免
」
は
公
事
が
免
除
さ
れ
る
代
わ
り
に
納
め
ら
れ
た

米
銭
で
あ
り
、
実
質
的
に
は
寸
公
事
之
代
」
と
し
て
の
米

銭
(
「
山
岸
長
家
文
書
」
六
、
「
剣
神
社
文
書
」
一
一
一

0
・

三
一
、
「
北
野
七
左
衛
門
家
文
書
」
士
了
四
)
、
あ
る
い

は
「
公
事
料
田
地
L

(

寸
西
福
寺
文
書
」
一
三
ご
や

寸
公
事
代
畠
」
(
「
剣
神
社
文
書
」
一
二
三
か
ら
の
米

銭
と
同
じ
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
た
と
え
ば
、
永
禄

元
年
(
一
五
五
八
)
五
月
一
一
日
付
織
田
寺
玉
蔵
坊
領
納

帳
写
(
寸
北
野
七
左
衛
門
家
文
書
L

四
)
の
1

同
御
下
行
分
」

の
箇
所
に
は
、
正
元
四
分
一
名
の
本
役
米
や
呉
服
貢
銭
な

ど
の
負
担
分
と
と
も
に
次
の
よ
う
な
記
載
が
見
ら
れ
る
。

弐
石
詰
夫
浮
夫
共
ニ
公
事
免
此
外
年
中
臨

時
之
か
、
り
物
在
之
、

こ
こ
で
の
「
公
事
免
」
は
、
ー
臨
時
之
か
、
り
物
」
に

対
す
る
恒
例
の
懸
か
り
物
U

上
級
領
、
王
が
賦
課
徴
収
し
た

貢
租
で
あ
り
、
詰
夫
・
浮
夫
な
ど
の
夫
役
が
免
除
さ
れ
る

代
わ
り
に
玉
蔵
坊
が
負
担
し
た
税
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ

る
。
徳
円
名
で
も
「
御
公
事
免
」
が
名
主
や
有
力
農
民
の

給
分
な
ら
ば
、
な
ぜ
分
米
中
よ
り
五
石
も
の
「
御
公
事

免
」
が
差
し
引
か
れ
て
い
る
の
か
疑
問
で
あ
る
。
徳
円
名

の
「
御
公
事
免
」
は
名
主
清
観
院
の
得
分
に
は
な
っ
て
お

ら
ず
、
ま
た
百
姓
に
給
与
さ
れ
た
と
の
裏
付
け
も
な
い
。

百
姓
層
へ
の
給
分
と
し
て
は
、
「
名
代
給
」
四
石
が
あ
げ

ら
れ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
本
役
や
加
地
子
得
分
の
納
入
を
請

負
っ
た
名
代
百
姓
へ
の
反
対
給
付
分
で
あ
り
、
「
御
公
事

免
」
と
は
性
格
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

「
雑
米
L

・
「
御
公
事
免
」
を
も
っ
て
、
名
に
公
事
・
夫
役

が
賦
課
さ
れ
た
こ
と
の
徴
証
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

(
日
)
「
西
福
寺
文
書
」
一
九
・
二
一
。

(
日
)
「
西
福
寺
文
書
」
四
。
な
お
、
註
(
出
)
参
照
。
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